
今月の報告と検討項目 

１． ４月から６月までのパイプラインの運転状況について 

４月から６月までの３か月間におけるパイプラインの運転実績について、ワー

キンググループでの検討結果に基づきご報告いたします。今回の報告では、

特に運転時間、満杯状況（赤ランプ）、異常発生件数、電力使用量などの主要

なデータが整理・報告されました。 

また、昨年度から重点的に取り組んでいる「電力量の削減」についての進捗

状況も併せて報告されました。パイプラインの内部を乾燥すための通気運転

で電気使用量が増加していますが、パイプライン運転時間の変更で電力量の

削減が一定の成果を上げていることが示されています。 

会の中では、配布資料の「運転状況報告書」の読み方についても解説を行い

ます。これにより、参加者の皆さまがパイプラインの現状や改善点を具体的

に理解し、今後の方向性や課題に対する認識を深めることが目的です。特

に、パイプラインの老朽化や利用者の減少といった中長期的な課題にも関心

を持っていただけるよう、背景を丁寧に説明してまいります。 

２． リチウムイオン電池の危険性と適切な処分方法について 

ここ数年、全国的にリチウムイオン電池が原因とされる火災事故が急増して

おり、大きな社会問題となっています。ごみ収集車や清掃工場内での発火事

故も報告されており、適切な処分がなされていないことが一因とされていま

す。リチウムイオン電池は、スマートフォン、モバイルバッテリー、電動歯ブラ

シ、電子タバコなど、私たちの生活の中で身近な機器に幅広く使用されてい

ますが、その危険性を正しく認識することが求められています。 

今回は、まず実際に起きた事故例を紹介しながら、リチウムイオン電池の潜

在的な危険性について理解を深めます。続いて、芦屋市におけるリチウムイ

オン電池の分別ルールや、回収方法（拠点回収場所、回収ボックスの設置場

所など）について説明を行います。 

また、他市の先進的な取り組み事例も紹介します。たとえば、特定のラベル表

示の徹底、市民向け啓発チラシの配布、家電量販店との連携による回収体制

の強化など、参考になる事例を通じて、今後の改善策のヒントを共有します。 

さらに、電池の「使い方」と「買い方」のポイントについても触れます。使用中

の過充電や衝撃、水濡れのリスク、製品選定時にはPSE マークの有無やメ

ーカーの信頼性を確認することなど、安全な利用のための実践的なアドバイ

スをお伝えします。 



最後に、国の方針や今後の制度変更の見通しについても説明します。環境省

や経済産業省が進めているリチュウムイオン電池に対する対策等、メーカー責

任の強化など、制度面での動きも重要な背景情報となります。 

参加者の皆さまには、日常生活における注意点を意識していただくととも

に、ご家庭でのリチウムイオン電池の適正な処分と、地域での安全確保にご

協力いただきたく、今回の議題を設定いたしました。 

 

３． パイプラインの代替案に関する課題と皆さまのご要望 

現在、私たちの地域で使用しているごみ収集パイプラインは、経年劣化や維持

管理コストの上昇により、将来的な継続利用が難しくなりつつあります。その

ため、利用者の会と連携して活動しているワーキング・グループでは、パイプ

ラインに代わる新たなごみ収集方法の検討を進めており、8月より外部ファシ

リテーターを中心に、本格的な代替案の具体的な作成作業に入る予定です。 

これに先立ち、ワーキング・グループでは、各住宅の構造や生活スタイルの違

いに応じて、代替案の検討にあたって配慮すべき課題を整理しました。たと

えば、高層住宅ではスキップエレベーターの問題、集積場所までの距離が課

題となり、低層住宅では騒音や設置スペースの問題が挙げられています。こ

うした住宅形態別の課題について、本日の会ではその概要をわかりやすく説

明し、参加者の皆さまに現状と背景をご理解いただく時間を設けます。 

さらに、本日は住民の皆さまからの「要望・意見」の収集も行います。現在検

討中の代替案に対して、「使いやすさ」「安全性」「高齢者への配慮」「収集時間

や方法」「設置場所の利便性」など、実際に暮らしている方々の視点からいた

だくご意見は、今後の検討作業にとって非常に貴重な資料となります。 

いただいたご提案は、内容を分類・整理したうえで、次回以降のワーキング・

グループで正式な検討課題として提示し、反映できるよう努めてまいりま

す。可能な限り実現性やコストの見通しなども評価しながら、持続可能で現

実的な新しい仕組みの設計につなげていくことが目標です。皆さまの日頃の

気づきや、将来に向けたご希望を、ぜひ率直にお聞かせください。 

 

４． その他の話題  

今月より、利用者の会が運営するホームページ（HP）の内容について、参

加者の皆さまにより身近に感じていただけるよう、数回に分けてご紹介す

る取り組みを始めました。HPには、パイプラインの運転状況やワーキン



グ・グループでの議論の概要、各種資料のアーカイブだけでなく、日々の生

活に役立つごみ処理の工夫や地域の先進事例なども掲載しています。 

 

今回はその中から、「賢いごみ処理・活用方法」について取り上げ、いくつ

かの具体例を紹介いたします。たとえば、資源ごみを正しく分別すること

で再資源化率を高めたり、家庭で発生する食品廃棄物の減量に役立つ生

ごみ処理機の使い方、あるいは牛乳パックやペットボトルの簡単なリユー

スアイデアなど、身近で始められる実践例をご紹介します。 

 

こうした取り組みは、単に「ごみを減らす」という視点だけではなく、地域

全体でごみ処理費用の削減につながったり、環境負荷を低減する効果も

期待されます。特にこれからの時代、個人の行動が地域全体の環境づくり

に直結することから、私たち一人ひとりの意識がより重要になってまいり

ます。 

 

今後も毎月の利用者の会で、ホームページに掲載されている情報をテーマ

別に分けて丁寧にご紹介し、ご活用いただけるよう努めてまいります。今

回の内容も、会終了後にURL をご案内しますので、ぜひご自宅でご確認

いただき、家族やご近所との話題にもご活用ください。。 

 

 


